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平成22年度社協事業報告・決算報告
赤い羽根共同募金運動が始まります

「東日本大震災」支援活動
ふれあい講座（福祉体験学習）
大塔ふくしサマーキャンプ
ふれあい相談
地区社会福祉協議会会長紹介

この広報誌は赤い羽根共同募金助成金・福祉基金・
善意の日募金配分金の一部を使用して作成してい
ます。



貸借対照表
（単位：円）

●資産の部
流動資産 182,678,518 
固定資産 247,178,975 

合　計 429,857,493 

●負債の部
流動負債 21,959,057
固定負債 73,687,420
●純資産の部
基本金 3,000,000 
基金 125,485,279
国庫補助金等特別積立金 4,578,460
その他の積立金 35,171,691
次期繰越活動収支差額 165,975,586

合　　計 429,857,493

◆ 一般会計 ◆

（単位：円）

平
成
22
年
度
は
「
み
ん
な
が
し
あ
わ

せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
み
ん

な
で
す
す
め
ま
す
」
の
経
営
理
念
の

も
と
、
次
の
事
業
を
と
お
し
て
住
民

の
皆
さ
ま
と
と
も
に
福
祉
活
動
を
実

施
し
ま
し
た
。

社協の資産や負債がどれく
らいあるのかを示していま
す。
資産－負債＝純資産

貸借対照
表って？

　平成22年度　社会福祉法人 五條市社会福祉 協議会　事 業 報 告・決 算 報 告
１　

会
の
運
営
と
組
織
基
盤
の
確
立
強
化

①
理
事
会
、
評
議
員
会
の
開
催

②
経
営
改
善
計
画
の
実
行

③
住
民
会
員
制
度
の
加
入
促
進

④
福
祉
基
金
の
充
実

⑤
職
場
内
研
修
の
推
進
と
職
員
資
質
の

向
上

⑥
研
修
会
等
へ
の
参
加

２　

社
会
福
祉
活
動
の
振
興

①
広
報
啓
発
活
動
の
推
進

②
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
基
盤
強
化

と
活
動
支
援

③
各
種
調
査
活
動
、
福
祉
課
題
の
把
握

④
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
発
掘
、
育
成
、
助

長
⑤
福
祉
教
育
の
振
興

⑥
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
の
推
進

⑦
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
の
推
進

⑧
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
強
化

⑨
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

⑩
社
会
福
祉
関
係
団
体
へ
の
協
力
援
助

⑪
五
條
市
善
意
銀
行
の
運
営

⑫
共
同
募
金
会
の
運
営

⑬
百
歳
祝
激
励
訪
問

⑭
団
体
運
営

⑮
奈
良
県
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
運
営

協
力

（単位：円）

2　社協だより『ふれあい』　98号「社協」は、社会福祉協議会の略称です。



貸借対照表

西
吉
野

え
え
と
こ
見
つ
け
隊

先
生
を
対
象
と
し
た

福
祉
教
育
研
修

（単位：円）

事業活動収支
計算書って？

現金や預金など（流動資
産と流動負債）が増減
した時の収入・支出を示
しています。

●資産の部
流動資産 342,935
固定資産 3 

合　計 342,938

●負債の部
流動負債 342,935
固定負債 0 
●純資産の部
基金 0
積立金 0
次期繰越
活動収支差額

3 

合　　計 342,938

資金収支
計算書って？

社協すべての財産(純資
産)が増減した時の収入・
支出を示しています。

　平成22年度　社会福祉法人 五條市社会福祉 協議会　事 業 報 告・決 算 報 告

◆ 特別会計（福祉センター管理運営事業） ◆

（単位：円）（単位：円）

３　

受
託
事
業

①
在
宅
高
齢
者
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

②
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

③
生
活
管
理
指
導
員
派
遣
事
業

④
生
き
が
い
活
動
支
援
通
所
事
業

⑤
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営

４　

居
宅
介
護
事
業
（
障
害
者
自
立
支
援

法
に
よ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
）
の
経
営

①
障
害
者
へ
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス

５　

介
護
保
険
事
業
の
経
営

①
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業

・
高
齢
者
へ
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

ビ
ス

・
高
齢
者
へ
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

②
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
ケ
ア
プ
ラ

ン
）
の
作
成

・
要
支
援
、
要
介
護
認
定
調
査
の
受

託

3 　社協だより『ふれあい』　98号 ふれあいネットワークは、社会福祉協議会の愛称です。



昨年の募金の様子

共同募金の使いみち

赤い羽根共同募金運動が
10月１日から始まります。

　

共
同
募
金
は
、「
赤
い
羽
根
共

同
募
金
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
お

り
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
全
国
で
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま

す
。

　

五
條
市
で
も
１
日
か
ら
、
Ｊ
Ｒ

各
駅
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
市
内
各

地
の
街
頭
で
の
呼
び
か
け
を
は

じ
め
、
様
々
な
方
法
で
募
金
運
動

を
行
い
ま
す
。

　

集
め
ら
れ
た
募
金
は
、
地
区
社

会
福
祉
協
議
会
活
動
な
ど
市
内

で
の
福
祉
活
動
に
使
わ
れ
ま
す
。

（
一
部
は
、
奈
良
県
内
外
の
福
祉

活
動
に
使
わ
れ
ま
す
。）

　

こ
の
こ
と
か
ら
「
赤
い
羽
根
共

同
募
金
」
は
寄
付
し
た
地
域
で
活

き
る
募
金
と
い
え
ま
す
。

　

今
年
度
も
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

共同募金の使いみち

　大規模な災害が起きた時に限り、県内外を問
わず被災地支援のために。

　年４回発行する広報誌発行費の一部として、
地域福祉情報の発信や福祉教育の啓発のために。

　赤い羽根共同募金運動を広めるための啓発資
材や事務費のために。

　地区社協が実施する高齢者・子育てサロン、
世代間交流や敬老会などの福祉活動のために。

共同募金はさまざまな方法で募金をお願いしています。
　共同募金は地域みんなの支えあいです。そのため、ひとりでも多くの皆さまに協力していただけるよ
う、さまざまな方法で募金の協力を呼びかけています。

詳しくはホームページでもご覧いただけます。
http://www.akaihane.or.jp/

　地域においてさまざまな福祉活動を行ってい
る福祉関係団体への支援のために。

　教育・子育て・防災・住民参加のまちづくりな
どにつながる活動を行う団体への支援のために。

大規模災害時の支援

五條市社協だより「ふれあい」発行費の一部

赤い羽根共同募金啓発(資材費・事務費)

地区社会福祉協議会への助成

各種福祉団体への助成

赤い羽根地域支えあい事業(公募事業)

はねっと

戸 別 募 金

街 頭 募 金

法人大口募金

学 校 募 金

職 域 募 金

自治会を通じて各家庭へ

街頭やイベントで

企業・商店の皆さまへ

児童・生徒の皆さまへ

官公庁・企業・福祉施設等の職員の方へ

4　社協だより『ふれあい』　98号「社協」は、社会福祉協議会の略称です。



「
東
日
本
大
震
災
」
支
援
活
動

ふ
れ
あ
い
講
座 

〜
福
祉
体
験
学
習
よ
り
〜

大
塔
ふ
く
し
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

被
災
地
レ
ポ
ー
ト 

〜
支
援
活
動
に
参
加
し
て
〜

　

東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

奈
良
県
内
の
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
多
く
の
被
害
を
出
し
た
東
北

地
方
を
支
援
す
る
た
め
、
３
月
下
旬
か
ら
８
月
末
ま
で
の
間
、
宮
城
県
気
仙
沼
市
社
会
福
祉
協

議
会
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
以
下
災
害
ｖ
ｃ
）
へ
の
職
員
派
遣
を
交
代
で
行
い
、
五
條

市
社
協
か
ら
も
職
員
２
名
が
被
災
地
へ
赴
き
支
援
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

　

災
害
ｖ
ｃ
と
は
災
害
時
に
社
協
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
が
協
働
し
て
設

置
し
、
被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
円
滑
に
進
め
る
た
め

の
拠
点
で
す
。

　

活
動
内
容
は
、
①
各
地
か
ら
訪
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
付

け
。
②
家
の
片
付
け
や
避
難
所
で
の
お
手
伝
い
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
し
て
ほ
し
い
こ
と
の
募
集
・
受
付
・
調
査
。
③
受
け
付
け
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
場
所
の
調
整
。
④
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

た
め
に
必
要
な
資
材
の
準
備
と
貸
出
。
な
ど
で
す
。

　

そ
ん
な
災
害
ｖ
ｃ
に
は
、
被
災
地
の
た
め
に
何
か
で
き
る
こ
と

は
な
い
か
と
全
国
か
ら
数
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
た
ち
が
集

ま
り
、
自
分
に
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

五
條
市
内
の
小
・
中
学
生
を
対
象
に
、
夏
休
み
を
利
用
し
て
福
祉
に
つ
い
て
学
ぶ
「
ふ

れ
あ
い
講
座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

７
月
25
日
は
小
学
生
を
対
象
に
「
祥
水
園
」
で
、
８

月
１
日
は
中
学
生
を
対
象
に
「
ル
ポ
ゼ
ま
き
の
」
で
、

手
話
講
座
や
ア
イ
マ
ス
ク
を
使
っ
て
の
手
引
き
、
車
い

す
の
介
助
な
ど
の
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
の
時
間
で

は
、
日
頃
は
高
齢
者
と
接
す
る
機
会
が
少
な
い
児
童
・

生
徒
が
多
い
よ
う
で
、
最
初
は
恥
ず
か
し
そ
う
に
し
な

が
ら
も
お
話
や
折
り
紙
を
し
て
徐
々
に
打
ち
解
け
、
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

一
日
の
体
験
を
終
え
た
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
は
、

福
祉
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
に
い
ろ
い
ろ
な
思
い
を
感

じ
、
充
実
し
た
一
日
と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

赤
谷
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
に
お
い
て
、
大
塔
町
に
住
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に

「
ふ
く
し
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
と
一

緒
に
カ
レ
ー
づ
く
り
に
挑
戦
し
、
２
日
目
は
、
高
齢
者

の
疑
似
体
験
装
具
を
身
に
つ
け
て
、
障
が
い
の
あ
る
こ

と
や
、
高
齢
者
の
動
き
に
く
さ
・
生
活
の
不
自
由
さ
を

体
験
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
消
防
署
の
職
員
に
よ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外

式
除
細
動
器
）
を
使
っ
た
救
命
方
法
な
ど
も
学
び
ま
し

た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
た
ち
を
見
守
っ
て

く
れ
る
地
域
の
人
々
の
存
在
を
感
じ
た
り
、
体
験
を
と

お
し
て
、
た
す
け
あ
い
や
思
い
や
り
の
心
を
育
む
機
会

と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

５
月
14
日
か
ら
19
日
の
間
、
気
仙
沼
市
社
協
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
派
遣
さ
れ
ま

し
た
。

　

震
災
か
ら
２
ヶ
月
経
過
し
て
い
ま
し
た
が
、
気
仙
沼
市
の
沿
岸
部
は
町
が
根
こ
そ
ぎ
消
失
し

て
い
る
状
況
で
言
葉
を
失
い
ま
し
た
。

　

災
害
ｖ
ｃ
で
担
当
し
た
の
は
、
避
難
所
・
仮
設
住
宅
以
外
で
生
活
物
資
等
が
不
足
し
て
い
る

世
帯
へ
個
別
に
物
資
を
届
け
る
こ
と
や
、
自
治
会
等
の
協
力
を
得
な
が
ら
青
空
市
の
開
催
を
手

伝
い
ま
し
た
。
ま
た
、
仮
設
住
宅
に
入
居
さ
れ
て
い
る
方
が
、
互
い
に
助
け
合
っ
て
生
活
で
き

る
よ
う
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
の
た
め
の
ニ
ー
ズ
把
握
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。

　

復
興
は
ま
だ
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。
今
後
は
住
民
・
行

政
・
社
協
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
協
力
し
て
復
興
に
向

け
て
、長
期
的
な
支
援
や
住
民
に
寄
り
添
っ
た
活
動
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
も
し
も
の
場
合
に
備
え
て
、
防
災
に
対
す

る
取
り
組
み
を
家
庭
、
地
域
や
職
場
で
行
う
こ
と
の
重
要
さ
を
痛

感
し
ま
し
た
。

　

現
地
の
活
動
を
終
え
て
、
被
災
地
の
一
刻
も
早
い
復
興
を
願
っ

て
い
ま
す
。

（
地
域
福
祉
係　

西
林
）

「
東
日
本
大
震
災
」
支
援
活
動

ふ
れ
あ
い
講
座 

〜
福
祉
体
験
学
習
よ
り
〜

大
塔
ふ
く
し
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

被
災
地
レ
ポ
ー
ト 

〜
支
援
活
動
に
参
加
し
て
〜

7/25
8/1

8/21
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5 　社協だより『ふれあい』　98号 ふれあいネットワークは、社会福祉協議会の愛称です。



ふれあいネットワーク

ご寄付いただき
ありがとうございました

発行／社会福祉法人五條市社会福祉協議会
〒637-0043　奈良県五條市新町3-3-2

TEL 0747-24-4152
FAX 0747-24-4153

ふれあいネットワーク

　五條市では、現在１５地区において地区社
会福祉協議会が組織され、皆さんの身近な地
域でそれぞれに地域の特性を活かした福祉活
動を展開しています。
　平成23年度の各地区の会長をお知らせし
ます。
　また、15地区社協を代表する地区社協会
長代表には二見地区の生多享司さんが選ばれ
ました。

（敬称略）

東日本大震災への義援金を寄託
＝介護保険事業所協議会＝

　五條市介護保険事業所協議会（本田廣明 会長）では、「何
らかの行動をおこし、少しでも被災者のお役に立てれば」
との思いから、各事業所の職員や利用者に募金を呼びか
けました。
　寄せられた義援金268,427円は、７月に五條市を通じて
日本赤十字社奈良県支部へ届けられました。

地区名 氏　名 地区名 氏　名
本 町 時永義成 牧 野 谷向照樹
中 央 松本英嗣 田 園 上田幸一
五 條 東 山本健彦 阪 合 部 西本和男
須恵岡口 中　　巖 北 宇 智 中　正彦
新 町 樋上芳光 南 宇 智 芳田忠男
二 見 生多享司 南 阿 太 亀西欣治郎
野 原 西口重雄 大 阿 太 田中　仁
宇 智 片岡義博

平成２３年度

地区社会福祉協議会会長

　家族のこと、子育てのこと、介護のこと、
近所とのトラブル、行政に関すること、人権
に関すること。
　五條市社会福祉協議会では、住民の皆さまのお
困りごと相談をお受けするため、本所（新町3-3-2）
にてふれあい相談事業を行っています。
　個人情報は厳守いたしますので、ひとりで悩まず
気軽にご相談ください。月曜～金曜の間、右記の相
談員がお話をお聞きします。
　また、電話相談も実施しておりますので、直接お
越しになれない方はお電話ください。

西吉野町・大塔町にお住まいの皆さまへ
　五條市社協では西吉野・大塔支所において地域福祉活動を展開しており、面接・電話どちらでも相談をお
受けしています。もちろん、本所に面接相談、電話相談していただくこともできます。
　【支所住所】〒637 ｰ 0237　五條市西吉野町宗川野97番地（西吉野保健福祉センター内）
　【支所電話】☎３３ｰ０２９４

【面接相談】　福祉センター（新町3丁目３－２）
　 実　　 施　　 日　 　 相　　 談　　 員　
月〜金曜日 9時〜17時 相談コーディネーター

火 曜 日 13時〜16時 家 事・ 民 事 相 談 員
※要予約

水 曜 日 13時〜16時 行 政 相 談 委 員
木 曜 日 13時〜16時 人 権 擁 護 委 員
金 曜 日 13時〜16時 民 生 児 童 委 員

【電話相談】　☎ 24 ｰ 2200
■受付日時　９：００～１７：００(月曜～金曜)
　　　　　　※17時以降と休館日は、留守番電話

こんなことで困っていませんか？

ひとりで悩まずお気軽に
ふれあい

相　談

（敬称略）	 平成２３年５月２０日～平成２３年８月１５日	（単位：円）

福祉基金
金　額 氏　名 住　所 摘　要
50,000 大 西 修 二 二見2 ｰ 6 ｰ 39 亡父供養として

善意銀行
金　額 氏　名 住　所 摘　要
20,000 乾 　 義 春 西吉野町茄子原674 地域福祉のために

福祉基金…積み立てられた預金の利子を地域福祉の活動資金として
役立てます。

善意銀行…皆さんの善意を災害見舞金など市民の福祉向上に役立て
ます。

無 料


